
新機能材料開発プロジェクト 
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③課題 

・開発材料の製造技術を移転すべき企業の発掘  

・新材料の優位性を活かした新規市場の開拓 

・市場のニーズに応じた新材料の信頼性向上 

・新材料の更なる熱膨張率制御、製造コストの 
 低減 

LEDの消費電力 
電球の1/8 
蛍光灯の1/2 

熱対策がキーテクノロジー 

現存の素材をはるかに凌駕する熱伝導率を持つ素材を開発 

高度な熱設計技術を用い、製品に最適な放熱・冷却部材を開発する事業の展開 

取 組 み

LED 信号機 

パソコンのＣＰＵは、150℃ 以上では誤作動するほか、温度
上昇により劣化が急速に進行し、寿命が短くなる。 
ＬＥＤは高輝度化ができないと使用用途も大幅に制限される。

電子機器類の高機能化により発熱量が増大
（パソコンのＣＰＵが代表的） 高輝度化に

伴う発熱 
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熱対策技術に
よる支援（ｼﾐｭﾚ
ｰｼｮﾝ技術） 

複合材料の製
造技術開発 

複合材料応用
部材の開発 

新炭素繊維の
開発 

熱解析技術を駆使し、地場企業の製品の
高付加価値化を支援。 

《《 事事 業業 化化 》》 

県内企業あるいは誘致企業に製造技術を移転
し、量産化によるさらなる低コスト化を図る。 

共同研究による開発（外部技術の導入

サンプル提供で得られたデータに基づ
き、物性値向上。

材料の高機能化 

順次技術移転

《《研研究究開開発発》》《《技技術術分分野野》》 

高機能化を図ること
で、島根県独自の産
業として確立。 

製造技術を移転した企業に、
応用製品化への移行を促進
し、新たな市場を開拓。 

汎用のパーソナルコンピュータ 

アアルルミミのの３３倍倍のの熱熱伝伝導導率率７７００００WW//mmKKをを有有すするる  
高高熱熱伝伝導導複複合合材材料料（（アアルルミミニニウウムム＋＋炭炭素素繊繊維維））をを開開発発  
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従来の照明器具 

成 果 

＝開発した材料


